
「鹿追創生アカデミア」。
それが目指す姿なのです。

第２分科会 高等学校

発 表 者 北海道札幌国際情報高等学校（前北海道鹿追高等学校）校長
 俵谷 俊彦
 
鹿追町教育委員会 学校教育課長
宇井 直樹



１ 従来からの
 地域学校協働活動
① 「完歩大会」の運営協力
・町教委、役場所属の委員を通して、他の
多くの職員の協力を得る。
・建設業協会所属の委員を通して、建設
業協会全体から、移動トイレ、救護車の
提供を受ける。

２ 学校魅力化につながった
 地域学校協働活動
① 「鹿追創生プロジェクト」のプロボノ
メンターとしての指導・助言
・メンター１６名のうち委員が●●名。

② 「理科フィールドワーク」の実現
・ジオパーク所属の委員と連携して、理
科授業内の巡検学習が実現。

③ 全国初のオンライン公設塾の設置
・町教委所属の会長と委員を中心に、構
想づくり及び運営の実現

④ 全国募集の広報、受入体制の構築
・高校協力会所属、町教委所属の委員ら
から全面的協力

 

北海道立 北海道鹿追高等学校 （鹿追高校 学校運営協議会）基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員数設置年度 委員数 年間開催回数
北海道 鹿追町 １７０名 令和元年度 １５名 ３回 ２６名

（スクールミッション） １ グローバルシチズン(世界市民：持続可能な社会づくりの主体者）を育成する 
 ２ 鹿追町の中高一貫教育の最高学府として、鹿追創生の核なる学び舎「鹿追創生アカデミア」となる 

学校教育目標

特徴１
「5千人町の唯一の高校」
・主たる産業は農業。
・高校は全日制普通科。
・入学定員８０名。
・地元中学生進学率５０％
特徴２
「鹿追町を舞台とした探究
学習をカリキュラムに」
・１年全員が「総合的な探
究の時間」で鹿追町の課
題解決を目的とした「鹿追
創生プロジェクト」を体験
・選択で次の学校設定教科
①鹿追イノベーション学
②鹿追サスティナビリティ学
があり、実践的な探究学
習を実施
特徴３
「全員でカナダ短期留学」
・見学旅行とは別に２年で。

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・会長
→町教育委員会教育長

・委員（所属）
→「鹿追高校協力会」
→建設業協会、商工会
→農業協働組合
→地元ジオパーク、社教委員
→町役場、町教育委員会
→同窓会の役員等

委員の構成

１「いかに魅力化を図り入学者数
を増やすか」

→ 大幅な入学者減から魅力化への大改革
が実現した。

２「いかに生徒の探究活動を引き
出す環境をつくれるか」

→ 鹿追創生プロジェクトの完全カリキュ
ラム化。

３「いかに姉妹町との国際交流を
充実させられるか。」

→ コロナ禍でのオンライン料理教室実現

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など

鹿追創生
アカデミア

鹿追高校

振動する
鹿追町

・町役場
・教育委員会
・高校協力会

・鹿追JA
・商工会・同窓会

・ジオパーク
・社教委員

1
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原因と思われるものは、
①少子化 ②都会流出 ③前例踏襲 そして… 3
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最初の１年（R2入学者選抜）

地域運営協議会（以降、CS）
は令和元年度スタート。
年に３回の会合。
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5

氏 名 勤務先・職名等 区分

会 長 大井 和行 鹿追町教育委員会教育長 行政機関の職員

副会長 臼井あや子 鹿追町教育委員会教育委員 行政機関の職員

委 員 俵谷 俊彦 鹿追高等学校長 校長及び教職員

〃 宇井 直樹 鹿追町教育委員会学校教育課長 行政機関の職員

〃 草野 礼行 鹿追町役場企画財政課長 行政機関の職員

〃 河辺 哲也 鹿追町農業協同組合営農部長 地域住民

〃 島 かおる 鹿追町商工会事務局長 地域住民

〃 上本 周司 鹿追町社会教育委員 地域住民

〃 大西 潤 鹿追町学芸員 行政機関の職員

〃 飯沼 新吾 元同窓会長（学校評議員） 地域住民

〃 阪口 治男 前鹿追高校協力会長（学校評議員） 地域住民

〃 三井 福成 元鹿追町商工会長（学校評議員） 地域住民

〃 大西 亮一 ＰＴＡ会長（学校評議員） 保護者

〃 熊谷 浩司 ＰＴＡ副会長（学校評議員） 保護者

〃 前田 英伸 鹿追高等学校教頭 校長及び教職員

本
校
は
道
立
で
は
あ
り
ま
す
が…

5



6

学校からの説明内容 学校運営協議委員（以降、CS委員）の反応

CS制度はこんなんです OK
教育方針にご理解を！ OK

ICT活用が魅力化のカギ。ご協力を！ OK
SNS活用で情報発信します、口コミを！ OK

探究学習始めます。ご協力を！ OK
CS委員からの意見 学校の回答

カナダ留学の課題の洗い出し、改善を！ OK, we will.
テレビ会議システムでの姉妹町と交流を！ OK, we will.

町内外にもっと情報発信を！ OK、we will. 

１回目（６月）

•①方針の説明

•②分科会で意見交換

２回目（12月）

•①進捗状況の説明

•②分科会で意見交換

３回目（2月）×

•①年度のまとめ説明

•②分科会で次年度へ
の意見交換

成果 課題
●WiFi、iPad 40台整備
●総探のプロボノメンター拡充
●町総合計画策定に高校生参加

●会議設定、日程調整の難しさ
●コロナによる３回目未実施
●R2入学生が大幅減。１間口に。

6
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最高学府「鹿追高校」が鹿追町創生の核なる学舎へ！

「鹿追創生アカデミア」構想

指
導
・
助
言

北
海
道
教
委

十
勝
教
育
局

日本新時代の高校
ロールモデルへ

特別進学
コース

国際探究
コース
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学校からの説明内容 CS委員の反応

もっと町民に情報を拡大したい、ご協力を OK. 
コロナでカ留学断念。代替旅行にご協力を！ OK.
オンライン公設塾の開設にご協力を！ OK.

サッカー中心に部活をクラブ化へ。ご理解を！ OK.
「鹿追創生プロジェクト」開始。ご協力を！ OK.
生徒募集、「地域みらい留学」ご協力を！ OK.

CS委員からの意見 学校の回答
コロナ禍の中のカナダ交流、頑張れ！ OK, we will.

コロナ禍でも中高一貫教育、ICTで頑張れ！ OK, we will.
さらに魅力発信して、全国募集頑張れ！ OK、we will. 

１回目（６月）

•①方針の説明

•②分科会で意見交換

２回目（12月）

•①進捗状況の説明

•②分科会で意見交換

３回目（2月）×

•①年度のまとめ説明

•②分科会で次年度へ
の意見交換

成果
●コロナ禍のR4、カナダ留学実現
●探究の生徒の活躍が増大
●公設塾で進学意欲向上
●完歩大会、建設協会全面支援

●部・クラブ検討コア会議の発足
●全国募集の開始、町外生への補助費拡大
●CS委員さん全員が魅力化のプレイヤーです
●「鹿追創生アカデミア構想」が町の総合計画へ 9
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12

魅力化は
図られた
か？

令和２年度   令和３年度    令和４年度  令和５年度          令和６年度

入学者数

町内からの入学者数

令和２年度  令和３年度  令和４年度  令和５年度       令和６年度 

12
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令和２年度   令和３年度  令和４年度                    令和５年度 

学校評価

本校は地域の中学生やその保護者に選ばれる
「魅力ある学校」であると思いますか？

４：全くそのとおり
３：どちらかといえばそのとおり
２：どちらかといえば違う
１：違う

13



15

主体的に学ぶことや判断する力
が身についたと感じますか
「総合的な探究の時間」最終発表時のアンケート

Ｒ０２ Ｒ０３ Ｒ０４ Ｒ０２と比較

93% 98% 9６% ↑３ｐ

強または中と解答した生徒

15



17

働き方の
改革は進
んだのか

成果の指標２

令和２年度  令和３年度 令和４年度          

４６時間以上の超過勤務者数（のべ人数。R4は１月時点）

令和２年度 令和３年度 令和４年度

時間外在校時間の一人当たりの月平均時間
（R2は6～3月。R3、4は４～１月）
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特別進学 コース

国際教養 コース

情報ビジネス コース
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鹿高デジタル進路サポート
NEW!
 オンライン公設塾
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最高学府「鹿追高校」が鹿追町創生の核なる学舎へ！
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Ⅰ 「総合的な探究の時間」

 １ 単位数  各学年１単位、計３単位。
 ２ 構成

（１） １学年 ① 鹿追創生プロジェクト
     内容は「地域探究」。１８単位時間。

 ★CS委員含むプロボノメンターが６～７時間。

 ②  マンダラアッププロジェクト
                       内容は「キャリア探究」。２０単位時間。

 ※ インターンシップも含む。
 ★インターンシップではCS委員の所属先あり。

（２） ２学年 「カナダ探究」と「Japan Study」
         合計４０単位時間。

 ★CS委員による予算確保、運営協力あり。

（３） ３学年   キャリアスタディ
                           内容は「キャリア探究」。３０単位時間。

22



Ⅱ 「鹿追イノベーション学」（学校設定教科）
１ 単位数  ２学年 計１単位。 (国際探究コースのみ）

 ２ 内容   鹿追町の課題解決のために
 新たな価値を生み出すという探究的な学び
 ★複数のCS委員が講師として協力

Ⅲ 「鹿追サスティナビリティ学」（学校設定教科）
１ 単位数  ３学年（国際探究コース） 計２単位。

 ２ 内容 鹿追町を持続可能な町にするための探究的な学び
★複数のCS委員が講師として協力

Ⅳ 地域探究につながるフィールドワーク（理科「生物基礎」等）

１ 単位数  １学年「生物基礎」 計２単位。
うち、１２単位時間をフィールドワークに。

 ２ 内容   地域の環境について理科的観点からの巡検を通して
  地域の価値や可能性を探る。
 ★CS委員が企画・運営に加え、講師を担当

23
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月日 曜日 時数 実施内容 備考

６月１６日 火 １ SIPオリエンテーション 教務・学年

７月 ７日 火 １
＜企業分析・職業分析＞
企業の仕組み、外部とのつながりを知る。 教務・学年

７月１４日 火 １

＜仮説・課題設定＞
グループで得た情報を整理し、仮説・課題を設定する。

教務・学年

７月２１日 火 ２
＜現状分析＞ ■１ ■２
起業・専門家および町民からのヒアリングを実施する。

教務・学年
企業・専門家・町民

７月３０日 木 １
＜課題設定＞
ヒアリングをとおして、発掘された課題を整理し、新たに課題を設定する。

教務・学年

８月１８日 火 １

１０月２０日 火 ２
＜課題解決に向けた素案作成＞
課題を解決するための手立てを考える。 教務・学年

１１月１７日 火 ２
＜中間発表＞
今まで得た情報や分析資料をまとめ、発表資料を作成する。

教務・学年
企業・専門家・町民

１２月 ８日 火 ２

＜課題解決に向けた詳細案作成・行動＞
中間発表を振り返り、課題を解決するための詳細な手立てを考えることができ
る。 教務・学年

１月２０日 水 ２

＜最終発表＞
中間発表を振り返り、発表資料を作成する。 ■１ ■２ 教務・学年

企業・専門家・町民 28
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鹿追創生
アカデミア

鹿追高校

振動する
鹿追町
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学校運営協議委員（CS委員）からの声  No.1

「町民の（高校に対する）親近感が高まり、自分事として考えたり
する人が増えて、すごくCSは役立ったと思う。」

「高校生が町に出ていこうとしている。テリーフォックスランやチョーク
アートなど。町民が親しみをもって見てくれている。」

「『若い人が多いっていいなあ』、『朝挨拶してくれて気持ちいいわ』と
町民が言っている。」

「町ににぎわいをもたらしてくれている。」

「新たに大きな力となった。取り組んできてくれたおかげで、寮をつくる
ことにもなった。ありがとう。」

57



58

学校運営協議委員（CS委員）からの声  No.2

「町民の意識は、鹿追高校は存続してほしいと前向きに考えてくれて
いる。周りの人からも『高校のために頑張ってくれ』と言われている。」

「分科会にわかれての話し合いがよかった。意見も言わせてもらった
り、先生方からの意見もよかった。PTAだけでなく、先生方には良い
刺激になっている思う。間接的な学校魅力化への刺激となっている
だろう。」

「１年生が増えたから、町が明るくなっている。町内会の人たちと一
緒にご飯たべたり、ボランティアで支えてくれたり、土日のご飯を創っ
てくれたり。」

「町の政策に高校生の意見を取り入れることが増えてくるだろう。」
58
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学校運営協議委員（CS委員）からの声  No.３

「これまで学校に関わる人はPTAだと思っていた。しかし、それ以外の
直接関わらない人たちもあらためて地域の学校として『どうやっていく
べきか』と考え始めているのが大きい。」

「高校生と一緒に何かできないかという意識は、CSの人たちやプロ
ボノの人たちの間で相当強くなってきた。」

「とにかく高校生に関わっている地域の人が増えた。」

「きている高校生が時間を持て余している。活躍できる場所を創りた
いと議員も動き出した。」

「スピーカー的な情報出す人が重要。誰が担っていかねば。」
59



60

学校運営協議委員（CS委員）からの声  No.４

「校長のリーダーシップとアイデアが大きい。過去を踏まえて新しいな
じむ実践をしてきた。」

「町議会でも何度も理解をしてもらうよう積極的に説明してくれたが
、町も議会も学校運営協議会の人も納得して、我々の高校を思っ
てくれた。」

「少し離れかけた高校が、校長中心に、近くしてくれた。運営協議会
、議会を通しての情報提供、新聞、メディアの使い方や発信がよか
った。」

「高校生が様々町に協力してくれている。ポテトアイスの販売、盆踊
り、白蛇姫まつりでの活躍、高校生の英語ガイドなど。町民たちが
喜んでいる。」 60
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